
４．先々月・先月の両園地探鳥会 
①くろんど園地（1月） くろんど園地すいれん池近くでアオバト、園地内

では木の実に来る小鳥、オオバヤシャブシの実にはマヒワ・カワラヒワの
群、アキニレと林床のアジサイの実にウソ・ベニマシコ、更にソヨゴやカキ
の実に群れるメジロなどをたっぷり観察できた。奈良県側のくろんど池周
辺では、松の葉先でホバリングしていた今日（資料)の鳥キクイタダキ、く
ろんど池にはオオバンが潜って取った餌の水草を横取りするヨシガモ、
更に高山溜池にはオシドリの群など、次々鳥が出てくれました。寒い日
でしたがコースの遊歩道に雪がなく、くろんど・ほしだ両園地探鳥会では
最高レベルの種数40種・個体数428羽を記録した。 

②ほしだ園地(2月)  若宮神社でイカル、天野川沿いでゴイサギ・ビンズ
イ、山地に入ってイカルの群（声）、ルリビタキ・ジョウビタキ、そして天野
川にコガモ・カルガモと次々出てくれました。ほしだ園地のハヤブサ、行
きにはピトンの小屋手前で、レース鳩を捕まえて飛来するのを一部の方
が観察、帰りは岸壁に隠れるように休んでいるところを全員で観察する
など、堪能することができた。 

５.日本野鳥の会大阪支部からのお知らせ 
①北河内の定例探鳥会（2018年４月度）案内 
留鳥はシジュウカラ・ウグイスのさえずり、キジの雄たけびも始まり、
繁殖期に向けた生活に入っています。一方、冬鳥は繁殖地に戻る
季節、次々北帰行の旅を開始しています。 

  曜日  （月日）   場所     集合時間・場所      

第１(日) (4/1) 牧野(淀川) 9:00京阪牧野駅穂谷川堤防  
第２(日）（4/8) 山田池公園 9:30現地公園北入口駐車場 
第３(土）(4/21) 緑の文化園 9:00JR学研都市線四条畷駅東口 

第4(土)(4/28) ほしだ園地 9:30京阪交野線私市駅前  

②日本野鳥の会入会時の会費  
会員区分    おおぞら会員    赤い鳥会員    むくどり会員 

(内容)     (本部+支部)       (支部のみ)  (支部・但し1年のみ) 
年会費          7500円       3500円       1000円 
入会金(初年度のみ) 1000円       1000円        ― 
会報 隔月刊(支部) 「むくどり通信」  「むくどり通信」  「むくどり通信」 

       （本部)      「野鳥」    （今年は支部から鳥類目録）   ―    
探鳥会初めての方、赤い鳥会員として入会しませんか。2017年度に赤い鳥で大阪支部に

入会してくださった方、大阪の鳥決定版、「大阪府鳥類目録」を無償でお送りします。    

③ 探鳥会参加費  会員 100 円 非会員 200 円 

参加費+名簿記入で探鳥会保険に入っていますが、痛みまでは
保証しません。自分の安全を確認し鳥見を楽しみましょう。 
（交野野鳥の会会員で、日本野鳥の会非会員の方は200円） 

 府民の森“くろんど園地探鳥会” 
（毎月第４土曜日 両園地通算第219回） 

 平成30(2018)年3月24日(土) 9:30～15:00 

日本野鳥の会大阪支部  平軍二(090-6901-1425) 
友田武・神戸徹・小田原正明・斉藤健 

１．交野の鳥シリーズ(77) キガシラヒヨドリ(仮称) 
今月の鳥は、私と同姓ですが読みが違う交野市在住の大先輩

平(たいら)研(みがく)さんが、3/19に交野バードに紹介された
ヒヨドリ(仮称キガシラヒヨドリ)です。 

花の咲く被子植物の草や木の花が
美しいのは、人に見せるためでなく、
虫媒花は昆虫(ハナバチ・ハナアブ・
チョウなど)に、鳥媒花は鳥（ヒヨド
リ・メジロなど）に、花のある場所が
わかるように装っているためです。 

しかし、変温動物の昆虫は気温が低
い冬はあまり活動できず、本格的に動
きは始める気温は、約15℃程度、丁度
桜の咲く頃と言われています。 

花の咲く時期を昆虫の活動しにく
い、冬～早春に選んだ鳥媒花ビワ・サ
ザンカ・ウメ・ツバキなどは、受粉作業を昆虫ではなく鳥に依
存しています。サザンカやツバキの蜜を吸いに来たヒヨドリが、
写真のように花粉を顔いっぱいにつけ、真っ黄色にして次の花
に移動することで、雄しべから雌しべに花粉を運ぶ役割は完了
し、花は蜜を精一杯出して、ヒヨドリを歓待してくれることに
なります。 

通常、大阪近郊で咲く花は虫媒花が多く鳥媒花は少ないが、
熱帯雨林などでは鳥媒花が多く、ハチドリに依存している花で
は、ハチドリの嘴の長さと、花の筒の長さが、一種対一種で対
応して比例しているとのことです。 

植物の受粉方式は、裸子植物の風媒花からスタートし、被子
植物となり虫媒花・鳥媒花と進化した。そんな中、被子植物の
中で最も繁茂しているイネ科は風媒花、虫媒花のツユクサ類か
ら進化したとのことであるが、風媒花に先祖がえりしている。
虫媒花・鳥媒花が植物の最も進化した受粉方式と思われている
が、植物は今後どう変化(進化)するのだろうか。 



年 年

月 11 12 1 2 3 月 11 12 1 2 3

日 25 23 27 24 24 日 25 23 27 24 24
く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ し ろ

数 ん だ ん だ ん 数 ん だ ん だ ん

No ど ど ど No ど ど ど

215 216 217 218 219 215 216 217 218 219

ｷｼﾞ ヤマドリ 4 ﾐｻｺﾞ ミサゴ 339

ｷｼﾞ キジ 5 ﾀｶ ハチクマ 340

ｶﾓ ハクチョウSP 19 50 ﾀｶ トビ 342 4

ｶﾓ オシドリ 24 44 ﾀｶ ツミ 354

ｶﾓ ヨシガモ 27 15 ﾀｶ ハイタカ 355 3 1 1

ｶﾓ ヒドリガモ 28 4 ﾀｶ オオタカ 356 1

ｶﾓ マガモ 30 15 ﾀｶ サシバ 357 3

ｶﾓ カルガモ 32 7 13 ﾀｶ ノスリ 358 4 1

ｶﾓ ハシビロガモ 34 ｶﾜｾﾐ カワセミ 383 2 4 8 2

ｶﾓ コガモ 38 6 8 22 ｷﾂﾂｷ コゲラ 390 8 13 6

ｶﾓ ホシハジロ 42 4 ｷﾂﾂｷ アカゲラ 393 1 2

ｶｲﾂﾌﾞﾘ カイツブリ 62 ｷﾂﾂｷ アオゲラ 397 1

ﾊﾄ キジバト 74 1 9 7 7 ﾊﾔﾌﾞｻ チョウゲンボウ 401

ﾊﾄ アオバト 78 ﾊﾔﾌﾞｻ ハヤブサ 407 2

ｺｳﾉﾄﾘ コウノトリ 119 5 ｻﾝｼｮｳｸｲ サンショウクイ 412

ｳ カワウ 127 1 2 ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷサンコウチョウ 418 2

ｻｷﾞ ゴイサギ 139 1 ﾓｽﾞ モズ 420 5 2 3

ｻｷﾞ ササゴイ 141 ｶﾗｽ カケス 427 1

ｻｷﾞ アオサギ 144 1 ｶﾗｽ ハシボソガラス 435 2 9 4

ｻｷﾞ ダイサギ 146 ｶﾗｽ ハシブトガラス 436 26 10 3 13

ｻｷﾞ コサギ 148 2 1 ｶﾗｽ キクイタダキ 438 4 1

ｸｲﾅ バン 174 1 45 ｼｼﾞｭｳｶﾗ コガラ 441 6

ｸｲﾅ オオバン 175 28 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヤマガラ 442 6 11 8

ｶｯｺｳ ホトトギス 185 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヒガラ 443 2

ｶｯｺｳ ツツドリ 187 ｼｼﾞｭｳｶﾗ シジュウカラ 445 3 5 8

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ アマツバメ 192 ﾂﾊﾞﾒ ツバメ 457

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ヒメアマツバメ 193 ﾂﾊﾞﾒ コシアカツバメ 459

ﾁﾄﾞﾘ ケリ 195 ﾂﾊﾞﾒ イワツバメ 461 32 30

ﾁﾄﾞﾘ コチドリ 203 ﾋﾖﾄﾞﾘ ヒヨドリ 463 23 31 1 41

ｼｷﾞ イソシギ 244 ｳｸﾞｲｽ ウグイス 464 2 5 9

2017 2018 2017 2018

３．今日観察した鳥 

 

 
飛鳥／キトラ・高松塚 4 月 7日(土) キジ・ケリ・ヒバリ 

集合 9:15 近鉄吉野線・壺阪山駅改札前  解散 近鉄吉野線飛鳥駅 15：00 
   （近鉄南大阪線・阿部野橋駅 8:20 発吉野行急行乗車、壺阪山駅 9:04 着） 
    壺阪山駅→キトラ古墳→檜隈寺跡→高松塚→欽明天皇陵→飛鳥駅(8.5 ㎞) 

参加費：会員 100 円、非会員 200 円   担当：上村賢氏(090-8653-9165)他 
内容：春を迎えた飛鳥の里ではヒバリが空高く舞いあがり、キジの親子やケリの警戒の声など、子育て

の様子を間近に観察できます。 

年 年

月 11 12 1 2 3 月 11 12 1 2 3

日 25 23 27 24 24 日 25 23 27 24 24
く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ し ろ

数 ん だ ん だ ん 数 ん だ ん だ ん

No ど ど ど No ど ど ど

215 216 217 218 219 215 216 217 218 219

ｳｸﾞｲｽ ヤブサメ 465 ｽｽﾞﾒ スズメ 569 3 11 14

ｴﾅｶﾞ エナガ 466 11 29 10 6 ｾｷﾚｲ キセキレイ 573 1 5 2 5

ﾑｼｸｲ オオムシクイ 476 ｾｷﾚｲ ハクセキレイ 574 1 4 2 6

ﾑｼｸｲ メボソムシクイ 477 ｾｷﾚｲ セグロセキレイ 575 3 6 3

ﾑｼｸｲ エゾムシクイ 479 ｾｷﾚｲ ビンズイ 580 1 3 1 4

ﾑｼｸｲ センダイムシクイ480 ｱﾄﾘ アトリ 586

ﾒｼﾞﾛ メジロ 485 17 23 77 28 ｱﾄﾘ カワラヒワ 587 3 12 26 3

ﾖｼｷﾘ オオヨシキリ 492 ｱﾄﾘ マヒワ 588 20

ﾚﾝｼﾞｬｸ ヒレンジャク 501 ｱﾄﾘ ベニマシコ 592 2 1

ﾐｿｻｻﾞｲ ミソサザイ 504 ｱﾄﾘ ウソ 599 5

ﾑｸﾄﾞﾘ ムクドリ 506 10 1 26 ｱﾄﾘ シメ 600

ﾑｸﾄﾞﾘ コムクドリ 508 ｱﾄﾘ イカル 602 25 2 37

ｶﾜｶﾞﾗｽ カワガラス 512 ﾎｵｼﾞﾛ ホオジロ 610 3 1

ﾋﾀｷ トラツグミ 514 1 ﾎｵｼﾞﾛ カシラダカ 617 2

ﾋﾀｷ マミチャジナイ 520 ﾎｵｼﾞﾛ ミヤマホオジロ 618

ﾋﾀｷ シロハラ 521 8 6 9 3 ﾎｵｼﾞﾛ アオジ 624 6 7 7 19

ﾋﾀｷ アカハラ 522 ﾎｵｼﾞﾛ クロジ 625

ﾋﾀｷ ツグミ 525 11 1 3 7 ｷｼﾞ コジュケイ

ﾋﾀｷ コマドリ 530 ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) 3 1 ○

ﾋﾀｷ ルリビタキ 536 8 3 4 4 ﾁﾒﾄﾞﾘ ソウシチョウ 3 10

ﾋﾀｷ ジョウビタキ 540 3 9 4 3 ハイタカSP

ﾋﾀｷ ノビタキ 542 　観察種数合計 34 38 40 35

ﾋﾀｷ イソヒヨドリ 549 1 1 個体数 246 292 428 313

ﾋﾀｷ エゾビタキ 552 天候 晴 晴 晴&雪 晴

ﾋﾀｷ サメビタキ 553 参加者 33 24 25 16

ﾋﾀｷ コサメビタキ 554

ﾋﾀｷ キビタキ 558

ﾋﾀｷ オオルリ 561

イワヒバリカヤクグリ 566

ｽｽﾞﾒ ニュウナイスズメ568 5
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植物 神戸市立森林植物園 4 月 26 日(木) セコイア３種と春の花  

集合：9：45 神戸電鉄北鈴蘭台駅改札口  解散：14:00・現地森林植物園 

      ┗（森林植物園が運行する 10:05 発無料送迎バスに乗車します） 

参加費：会員 １００円、一般 ２００円 他に資料代 100 円 

担当：平 軍二（090-6901-1425、  g-hira＠nifty.com ）  

内容：観察スタート地点の森林展示館にある「ジャイアントセコイア」の輪切り品、展

示館付近に植栽された「センペルセコイア」「メタセコイア」を見た後、園内に植

栽された木々の春の花と、春の渡り鳥を観察する。 

注：カラー資料の過不足を無くしたいので、参加される方はメール or 電話で連絡ください 

サクラがちらほら咲き始めた早春
の陽気に誘われた、ウグイスやシ
ジュウカラの歌を楽しむ。 


